被災地支援を続けてきて考えたこと : ボランティア活動の支援の在り方について (社大福祉フォーラム2016報告) -- (自主企画分科会からの報告) by 染倉 有希 & 長谷部 裕美
1. はじめに
　所属する学生有志団体 CoCoa は、東日本大震
災の被災地の一つである、宮城県気仙沼市で児童
館や高齢者施設、障がい者施設でレクリエーショ
ン活動を現在も継続している数少ない団体であ
る。その中で、メンバーの代交代などが行われる
と、初めの理念や目的が継承されず、何のために
活動を行っているのか見失ってしまうメンバーや
活動を発展させたくても、その方法が分からず、
燃え尽き症候群のような状態になるメンバーがい
ることがわかった。東日本大震災から５年が経過
した現在も、大学を代表して被災地支援活動を継
続して行うことの大切さを感じながらも、学生の
力だけでは、経験や知識不足で活動が収束してし
まうのではないかという危機感と学びを深めるこ
とができるボランティア活動をさらに発展させる
ためには、何かしらの支援が必要だと感じた。
2. 調査目的
　本調査は、本学に所属する学生のボランティア
活動について調査し、今後の学生ボランティア活
動の支援のあり方について整理することを目的と
した。
3. 調査方法
⑴ CoCoa アンケート
　2016 年 5 月 1 日～ 5 月 8 日に、学生有志団
体 CoCoa の学部生と卒業生を対象に、web 上で
自記式アンケートを実施し、統計的に処理し、結
果を分析した。
⑵学内アンケート
　2016 年 5 月 8 日～ 5 月 16 日に、日本社会事
業大学の全学部生を対象に、web 上で自記式アン
ケートを実施し、統計的に処理し、結果を分析し
た。
⑶倫理的配慮
　調査にあたっては、プライバシーの保持に厳重
な注意を払い知り得た情報を漏洩しないこと、公
表にあたっては、個人が特定されないよう配慮し
た。
4. 調査の概要
⑴ CoCoa アンケート
　38 名にアンケートを依頼し、16 名から回答を
得た。
⑵学内アンケート
　各学年の講義の際に依頼し、150 名から回答を
得た。
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5. アンケート調査の結果と分析
⑴ CoCoa アンケート
　ボランティアバスに参加した学部生 13 名に、
満足度を 1 ～ 4 の 4 段階で評価してもらった
（不満 :1 ～満足 :4）。31％の４名が「4」と答え、
61％の８名が「3」と答え、学生の満足度の高い
活動にすることができていることが分かった。
　一方で、ボランティアバスの企画運営を経験し
た 6 名に対する「執行は大変でしたか？」とい
う設問に対しては、執行経験者の 100% が「はい」
と回答した。理由としては、「他サークルとの兼
ね合い」「ミーティング参加率が悪く、情報共有
が難しい」「メンバーのモチベーション低下によ
るミーティング参加率低下」などメンバー間にお
けるモチベーションの維持などが挙げられ、サー
クルと違い、普段から面識のあるメンバーとは限
らないボランティアバスの運営に困難を感じてい
ることが分かった。
　また、企画運営経験者６名への「どんなサポー
トがあったらうれしかったか ( 複数回答可 )」と
いう設問では「ミートの進め方やモチベーション
を保つための研修」「どのタイミングでどのよう
なことが必要なのかわかるタイムテーブル」が必
要だったとする意見がそれぞれ４名 (66.7%) と最
も多い。また「人集めなどのための情報発信」も
３名 (50%) が必要だったと答えた。
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⑵学内アンケート
　「ボランティアをしたことがありますか？」と
いう設問に対して、63％の 95 名が「はい」と回答、 
24％の 36 名が「過去にしていた」と回答し、「し
たことがない」と回答したのは全体の 13％の 19
名であり、本学学生の９割近くがボランティア活
動の経験があることが分かった。
 
ボランティアをしたことがある人を対象とした
「その活動に参加したきっかけはなんですか？
( 複数回答可 )」という設問には、「サークルで」
が 68 名 (50.9％ ) と最も多く、次いで「知人に
誘われて」が 40 名 (29.1％ )、「ボランティアに
関心があって自分で探した」が 33 名 (26.4％ )
であった。
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　ボランティア活動をしたことがない人を対象と
した「なぜ、ボランティアボランティア活動をし
たことがないのですか？ ( 複数回答可 )」という
設問に対して、「きっかけがない」が 10 名 (52%)
と最も高く、次いで「時間がない」が 8 名 (47.1%) 
「バイトをしているから」が 6 名 (32%) となった。
 
　ボランティア経験者に対して「ボランティアを
するために最もほしいサポートは何ですか？」と
いう設問では「情報提供」が 34% と最も多く、
次いで「知識や技術向上の研修会」が 20%、「経
済的支援」が 20% となった。
 
、
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　また、「2 番目にほしいサポートは何ですか？」
という設問では「ボランティアセンターの設置」
が 25.5% 、「情報提供」が 19.1% となった。
 
　「ボランティア活動を続けるのが大変になった
時、どのようなことがあれば助かりますか？」と
いう自由記述の設問では、『相談』というフレー
ズを入れた人が 8 名と最多だった。また、単に
相談の場を設けるだけではなく、ボランティア同
士の相談やコーディネーターの配置、職員の助言・
アドバイスを求める意見が上がった。次に多かっ
たのは『経済的』や『交通費』というフレーズで
6 名であった。 一方で、『研修や経済的支援は必
要な場合もあるがボランティアへの敷居をあげす
ぎる危険性があると思う。』という意見があった。
6. 考察
⑴学内の現状について
　学内のアンケートから、「情報提供」の支援が
ほしいと考えている学部生が多いことが分かっ
た。しかし、学内では既にボランティア情報の提
供を行なっている。具体的には、学生支援課前に
ボランティア情報をまとめたファイルを設置し、
実習教育室やロビーの掲示板にボランティア情報
を掲示しているのである。
　ではなぜ、情報提供をしているにもかかわらず
「情報提供の支援がほしい」という意見が多く上
がるのか。それは、情報提供をしている場が学部
生に周知されておらず、ニーズに対して適切な方
法ではないからだと考えた。例えば、学生支援課
のファイルは、カウンター上にて、アルバイト情
報のファイルや就職活動に関する資料とともに置
かれ他の情報に紛れてしまう傾向がある。実習教
育室の掲示板は、実習に関する情報やアルバイト
情報とともにボランティア情報が置かれ、学部生
が学内でボランティアを探そうとした場合、これ
らの雑多な情報のなかからボランティア情報を探
し出すのは困難であり、既存の情報提供の仕組み
は実際のボランティア活動につながりにくくなっ
ているのではないだろうか。そしてこのことが、
学内アンケートの「( ボランティアの ) きっかけ
がない」という意見にも反映されているのではな
いだろうか。
　また、学内アンケートから、「相談の機会」を
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必要としている学部生がいる事が分かる。ボラン
ティア同士の相談やコーディネーターの配置、職
員の助言・アドバイスを求める意見がある事から
も、学生はボランティア活動に関して相談したい
案件を抱えていることがうかがえる。しかし、日
本社会事業大学内には、ボランティアを専門とし
た相談場所はない。現状、学生がどこに相談に行っ
ているのかは今回の調査では明らかにできなかっ
た。
　「経済的支援」については、交通費の補助を求
める意見が上がった。継続的に活動するとなれば、
交通費もかさみ、それが活動への意欲に影響する
ことも十分に考えられるのではないだろうか。ボ
ランティア情報の中には「交通費支給」などの記
載があるものもあるが、必ずしも希望する活動に
それが付与されているとは限らず、活動先からの
補助に頼らない仕組みが求められると考える。
⑵これからの在り方について
　被災地支援をしている CoCoa の活動を継続・
発展させるための仕組みを模索するつもりで、
CoCoa メンバーに対してアンケートを行ったが、
視野を広げ、学部生全体においても、ボランティ
アを支援する仕組みを求めている傾向があること
が分かった。そこで、他大学での取り組みについ
ても調べてみると「大学ボランティアセンター」
というものを学内に設置している大学が多くある
ことが判明した。NPO 法人ユースビジョンの調
査によると、全国 164 のセンターが現在存在す
るという。この調査は、大学ボランティアセンター
を広く定義し、“ 大学の一部署としてのセンター
や学生や教職員による自主的な組織、NPO 法人
など、さまざまな形態のボランティアセンターが
含まれ、同じ大学でも、キャンパスが異なる場合
は、それぞれで１とカウント ” ということで実態
よりも多くカウントされている可能性もあるが検
討する価値はあるのではないかと考える。現在、
本学にも「災害支援ボランティアセンター」が開
設されているが、実態として、ボランティアの
コーディネートや相談には対応しておらず、学生
のニーズを充足させるのには至っていない現状が
ある。本調査により、学生の多くに、ボランティ
アの情報提供を求めるニーズがあることが判明し
た。これらの学生のニーズを充足させるために今
後「災害支援ボランティアセンター」を機能拡大
し、「大学ボランティアセンター」と組織改編し
専任職員を配置することで、全学のボランティア
情報を司り、コーディネート機能や相談機能を持
たせることが必要だと考えた。また「大学ボラン
ティアセンター」設置は、学生のニーズの充足の
目的があることなどから、大学が主体になるので
はなく、大学と学生が協力して運営する協働設置
スタイルにすることで学生は主体的に学ぶ姿勢に
なり、大学もニーズの変化を敏感に感じることが
できるができると考えた。これらは、ボランティ
アを通した大学の地域貢献にもつながり、今後の
大学の価値を高めることにもつながるのではない
かと考える。
7. 学内学会での意見
　これらの調査と考察を通して、すぐ取り組むこ
とができること、今後ボランティアを通してどの
ようになりたいか 2016 年６月 25 日の学内学会
自主分科会内で投げたところ、以下のような意見
が出た。
(1) ニーズの充足のために、今すぐに取り組むこ
　 とができること ( 短期的目標 )
・学内ポータルサイトでの情報提供
・ボランティア活動先の情報
・ボランティア保険加入代理
(2) 今後ボランティアを通してどのようになりた
　 いか ( 中長期的目標 )
・参加者から主体者に
・OBOG との連携し卒業後も地域と繋がってい
　たい
・ボランティアを通して人脈を広げていきたい
・地域とつながりを持ち、さまざまなことに関
　心を持ち続けたい
・他大学のボランティアセンターなどと連携し、
　社会福祉以外のボランティアをすることで別
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の分野についても関心を広げ、色々な分野との
連携が取れるようになりたい
8. おわりに
　本調査により、本学の学生がボランティアへの
意欲があり、さらなる情報提供や相談に乗って欲
しいというニーズがあることが明らかになった。
しかし、本調査では、顕在化することができなかっ
た、潜在的なニーズがあると思われ、今後も調査
を継続し、学生のボランティア活動が、継続・発
展させることができるような支援体制が整えられ
るように学生の立場から働きかけていきたいと思
う。学生のボランティア活動を総合的に支援する
「大学ボランティアセンター」実現は、困難が数
多くあると思うが、できる範囲でその支援体制が
整えられるための基礎になるような活動をこれか
らしていきたいと考えた。
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